
　公表：令和６年３月２９日

事業所名：GRIT越谷教室（令和5年4月～令和6年3月）

チェック項目 はい
どちら
ともい
えない

いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

①
利用定員が指導訓練室等スペースと
の関係で適切であるか

〇 法令を遵守しています。 今後も継続していきます。

② 職員の配置数は適切であるか 〇 法令を遵守しています。 今後も継続していきます。

③
事業所の設備等は、スロープや手すり
の設置などバリアフリー化の配慮が適
切になされているか

〇
事業所内はバリアフリー化が完
了しています。

エレベーターが無いため、階段
の上り下りで、足の不自由なお
子さまにご不便をおかけしてお
ります。階段下にインターホンを
設置し、階段の上り下りの補助
を迅速に行えるようにしていま
す。

④
業務改善を進めるための PDCA サイ
クル(目標設定と振り返り)に、広く職員
が参画しているか

〇
職員間で定例会議を実施し、日
頃から目標設定の確認および
情報共有を行っています。

今後も継続していきます。

⑤

保護者等向け評価表を活用する等に
よりアンケート調査を実施して保護者
等の意向等を把握し、業務改善につな
げているか

〇
保護者の皆様に事業所評価ア
ンケートのご協力をいただき、業
務の改善に努めています。

今後も継続していきます。

⑥
この自己評価の結果を、事業所の会報
やホームページ等で公開しているか

〇
事業所ホームページにて結果を
公表しています。

今後も継続していきます。

⑦
第三者による外部評価を行い、評価結
果を業務改善につなげているか

〇

株式会社シーサポートによる第
三者評価を受けています。結果
を業務改善につなげていきま
す。

今後も継続していきます。

⑧
職員の資質を向上を行うために、研修
の機会を確保しているか

〇
年間計画に沿って社内研修を
実施しています。

今後も継続していきます。

⑨

アセスメントを適切に行い、子どもと保
護者のニーズや課題を客観的に分析
した上で、放課後等デイサービス計画
を作成しているか

〇

日々の活動報告や職員間の会
議、保護者面談の内容などを踏
まえ、モニタリング・個別支援計
画を作成しています。

今後も継続していきます。

⑩
子どもの適応行動の状況を図るため
に、標準化されたアセスメントツールを
使用しているか

〇
事業所内で統一したアセスメン
トシートを使用しています。

今後も継続していきます。

⑪
活動プログラムの立案をチームで行っ
ているか

〇
常勤職員全員が参加するミー
ティングで立案を行っています。

非常勤職員は、シフト上全体
ミーティングに参加できない場
合があるので、共有チャットなど
を活用し、意見の吸い上げを
行っていきます。

⑫
活動プログラムが固定化されないよう
工夫しているか

〇
お子さまの特性や課題に応じた
内容を日々検討しています。

個別療育を中心とした活動を
行っているため、お子さまが好
む活動で固定化される傾向が
あります。全体活動を増やすな
どして、さまざまな活動への参
加を促していきます。

⑬
平日、休日、長期休暇に応じて、課題を
きめ細やかに設定して支援しているか

〇

お子さまのご家庭や学校での
様子を踏まえ、平日、休日、長期
休暇の活動内容を設定し支援
を行っています。

今後も継続していきます。

事業所向け放課後等デイサービス自己評価　集計（公表）
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⑭
子どもの状況に応じて、個別活動と集
団活動を適宜組み合わせて放課後等
デイサービス計画を作成しているか

〇
個別支援計画をもとに、活動内
容を検討、設定した上で支援を
行っています。

集団への参加に抵抗があるお
子さまは、信頼関係を構築した
職員が間に入ることで、少しず
つ集団への参加ができるように
促していきます。

⑮
支援開始前には職員間で必ず打ち合
わせをし、その日行われる支援の内容
や役割分担について確認しているか

〇
サービス提供時間前に、当日の
職員の役割や動きを相互確認
し共有を行っています。

今後も継続していきます。

⑯

支援終了後には、職員間で必ず打ち
合わせをし、その日行われた支援の振
り返りを行い、気付いた点等を共有し
ているか

〇
サービス提供時間終了後に、職
員間で当日の提供内容を振り
返り情報共有を行っています。

日によっては、打合せの時間が
取れず、情報共有が翌日以降
になってしまうことがあるため、
その日の内に情報共有を図るよ
う徹底します。

⑰
日々の支援に関して正しく記録をとるこ
とを徹底し、支援の検証・改善につな
げているか

〇

毎回活動記録を入力・保存して
います。それをもとに次回以降
の支援の方法を検討していま
す。

今後も継続していきます。

⑱
定期的にモニタリングを行い、放課後
等デイサービス計画の見直しの必要性
を判断しているか

〇
半年に１回を目安に実施してい
ます。その際に個別支援計画を
作成しています。

今後も継続していきます。

⑲
ガイドラインの総則の基本活動を複数
組み合わせて支援を行っているか

〇

お子さまが将来的に自立した生
活を送るための手助けとなるよ
う、特性を踏まえた学習支援を
行っています。また、創作活動に
より豊かな発想力を育み、他者
との関わりの中では、自己表現
とコミュニケーション能力の向
上を図っています。

今後も継続していきます。

⑳
障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議にその子どもの状況に精通し
た最もふさわしい者が参画しているか

〇
児童発達支援管理責任者およ
び支援を担当するスタッフが参
画しています。

今後も継続していきます。

㉑

学校との情報共有（年間計画・行事予
定等の交換、子どもの下校時刻の確認
等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ
ル発生時の連絡）を適切に行っている
か

〇
保護者様、お子さまを通して年
間行事等の情報共有を図って
います。

保護者様のご要望およびお子
さまの状況に応じて、必要な連
携を取っていきます。

㉒
医療的ケアが必要な子どもを受け入
れる場合は、子どもの主治医等と連絡
体制を整えているか

〇
該当するお子さまがいらっしゃ
いませんでした。

必要に応じて、ご利用されるお
子さまの主治医、保護者様とご
相談をさせていただき、体制を
整えていきます。

㉓

就学前に利用していた保育所や幼稚
園、認定こども園、児童発達支援事業
所等との間で情報共有と相互理解に
努めているか

〇

児童発達支援事業所から支援
内容やお子さまの状況につい
て、情報共有をしていただいて
います。

利用されるお子さまの状況（必
要性）に応じて、連携を取ってい
きます。

㉔

学校を卒業し、放課後等デイサービス
事業所から障害福祉サービス事業所
等へ移行する場合、それまでの支援内
容等の情報を提供する等しているか

〇
サービス担当者会議において、
情報共有を図っています。

利用されるお子さまの状況（必
要性）に応じて、連携を取ってい
きます。

㉕
児童発達支援センターや発達障害者
支援センター等の専門機関と連携し、
助言や研修を受けているか

〇
研修の機会があれば参加し、
日々の支援に繋げています。

今後も継続していきます。

㉖
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

〇 現在、実施しておりません。
今後、積極的に参加できるよう
努めていきます。

㉗
（地域自立支援）協議会等へ積極的
に参加しているか

〇 現在、実施しておりません。
今後、積極的に参加できるよう
努めていきます。
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㉘
日頃から子どもの状況を保護者と伝え
合い、子どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っているか

〇

送迎時やご利用後にその日の
活動報告をさせていただいてい
ます。また、保護者様からのご相
談は、口頭の他、電話・LINE等
をご活用いただいています。

今後も継続していきます。

㉙
保護者の対応力の向上を図る観点か
ら、保護者に対してペアレント・トレーニ
ング等の支援を行っているか

〇
日々のご相談や定期面談の際
に、お困りごと等に対してお話を
させていただいています。

保護者様へのアドバイス・支援
の質を向上させ、今後も継続し
ていきます。

㉚
運営規程、支援の内容、利用者負担等
について丁寧な説明を行っているか

〇
ご契約の際にご説明していま
す。また、教室内にも掲示をして
います。

今後も継続していきます。

㉛
保護者からの子育ての悩み等に対す
る相談に適切に応じ、必要な助言と支
援を行っているか

〇
日々のご相談や定期面談の際
に、お困りごと等に対してお話を
させていただいています。

今後も継続し、面談以外でもい
つでもご相談いただけるような
雰囲気や態勢を整えていきま
す。

㉜
父母の会の活動を支援したり、保護者
会等を開催する等により、保護者同士
の連携を支援しているか

〇 現在、実施しておりません。
今後、保護者のご意見・ご要望
を踏まえ検討していきます。

㉝

子どもや保護者からの苦情について、
対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知し、苦情があった場合
に迅速かつ適切に対応しているか

〇
苦情をいただいた際は、社内の
フローに従って迅速かつ適切に
対応をしています。

今後も継続していきます。

㉞
定期的に会報等を発行し、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報を子ども
や保護者に対して発信しているか

〇
事業所ホームページのブログや
毎月のお便りにて活動の様子を
報告しています。

今後も継続していきます。

㉟ 個人情報に十分注意しているか 〇

個人情報書類は、鍵付き棚で保
管しています。また、教室内の全
PCにはパスワードを設定してい
ます。

今後も継続していきます。

㊱
障害のある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮をして
いるか

〇
お子さまの特性に合わせた情
報伝達手段を使用するようにし
ています。

今後も継続していきます。

㊲
事業所の行事に地域住民を招待する
等地域に開かれた事業運営を図って
いるか

〇 現在、実施しておりません。
今後、保護者のご意見・ご要望
を踏まえ検討していきます。

㊳
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、職
員や保護者に周知しているか

〇
事業所内でそれぞれのマニュア
ルを策定し職員間で共有してい
ます。

毎月のお便り等で案内に努め、
保護者様への周知に注力して
いきます。

㊴
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出その他必要な訓練を行ってい
るか

〇
年2回、避難訓練を実施してい
ます。

今後も継続していきます。

㊵
虐待を防止するために、職員の研修機
会を確保する等、適切な対応をしてい
るか

〇
事業所内でマニュアルを作成
し、研修を行っています。

今後も継続していきます。

㊶

どのような場合にやむを得ず身体拘束
を行うかについて、組織的に決定をし、
子どもや保護者に事前に十分に説明
し了解を得た上で、放課後等デイサー
ビス計画に記載しているか

〇

お子さまが安全に教室をご利
用いただけるよう、事業所が作
成したマニュアルで対応方を定
めています。

今後も継続していきます。

㊷
食物アレルギーのある子どもについて、
医師の指示書に基づく対応がされてい
るか

〇
現在、食事・おやつの提供を
行っていません。

今後も提供を行う予定はありま
せん。

㊸
ヒヤリハット事例集を作成して事業所
内で共有しているか

〇

ヒヤリハット事例が発生した際
は、報告書を作成し、職員間で
共有を行います。同様の事象が
発生しないよう、定期的な研修
で再共有します。

今後も継続していきます。
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　〇上記「事業所向け放課後等デイサービス自己評価　集計（公表）」は事業所全体で行った自己評価です。
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公表：令和６年３月２９日

事業所名：GRIT越谷教室（令和5年度）

※令和6年3月アンケート実施　　回答数18

チェック項目 はい
どちら
ともい
えない

いいえ ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十分に
確保されているか

15 2 1

・遊びの活動スペースをもう少
し広げて利⽤者同⼠がぶつか
らない様に余裕を作って欲しい
です。

・活動の様⼦を⾒れないのでわ
からないです。⼦どもからは狭
いとは聞いていないです。

・暑いか・寒いかなどの声かけ
をして欲しい。

・⼦どもの⼈数が多いときは、も
う少し余裕があったほうがいい

かな︖と思うときがある。

学習スペースと療育スペースの
バランスに配慮し、スペースを
最大限利用します。

お子さまの様子を注視し、適宜
声掛けをしながらエアコン調整
を行います。

②
職員の配置数や専門性は適切である
か

12 6 0

・全ての先⽣が専⾨的な⽅なの
かどうかわかっておりません。

・普段いらっしゃる⼈数がわから
ないので答えられない。

支援内容やお子さまの教室で
の様子を共有するとともに、職
員の支援体制についても丁寧
にご案内します。

③
事業所の設備等は、スロープや手すり
の設置などバリアフリー化の配慮が適
切になされているか

6 8 4

・２階にあり、階段が怖い。

・事業所のドアを開けてすぐ階
段の段差があり、ドアを避けると
階段を踏み外す事が⼤変
危険です。スライドドアへの変更
を希望します。

・設備としてはないかもしれない
が、先⽣⽅がそれを補ってくれ
ているので安⼼して預けられま
す。

ドアの開け閉めの際に、ドアの
前に人がいないか確認できるよ
う透明のガラス扉にしました。

事業所がある2階までの階段が
急で入口付近が狭い構造のた
め、職員が階段下までの送迎を
適宜実施し、安全確保に努めま
す。

④

子どもと保護者のニーズや課題が客
観的に分析された上で、放課後等デイ
サービス個別支援計画が作成されて
いるか

16 2 0

・モニタリング・ヒアリングの前に
個別⽀援計画が作成されてい
てこちらの要望が⼗分に反
映されていない事が残念。

保護者様との面談の際に、丁寧
にモニタリングを行い、原案の
個別支援計画で修正が必要な
箇所が無いかの確認をし、ご要
望を反映していきます。

⑤
活動プログラムが固定化されないよう
工夫されているか

13 4 1

・子供のやりたいことを優先して
いただいているので、療育活動
は固定になっているかもしれま
せん。

療育時間における活動内容が
固定化されないよう、職員から
様々な提案を行っていきます。
同じ時間帯で利用するお子さま
同士の関わりを増やせるよう、
職員が仲立ちとなり支援してい
きます。

保護者等向け放課後等デイサービス自己評価表　集計（公表）
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⑥
放課後児童クラブや児童館との交流
や、障害のない子どもと活動する機会
があるか

3 5 10

・子どもからも交流の話は聞い
ていないです。

・目的外のため、なくても特に困
らない。

お子さまが集まる他の施設と交
流が持てないか検討します。

⑦
支援の内容、利用者負担等について
丁寧な説明がなされたか

18 0 0
引き続き丁寧な説明を心掛けて
いきます。

⑧
日頃から子どもの状況を保護者に伝
え合い、子どもの発達の状況や課題に
ついて共通理解ができているか

17 1 0

LINE等のシステムを有効活用
し、お子さまの情報を分かりや
すく丁寧にお伝えしていきます。

個別支援計画の短期目標を具
体的に設定し、スモールステッ
プで進めていきます。

⑨
保護者に対して面談や、育児に関する
助言等の支援が行われているか

17 1 0
お子さまやご家庭の状況を踏ま
え、臨機応変に支援を行ってい
きます。

⑩
父母の会の活動の支援や、保護者会
等の開催等により保護者同士の連携
が支援されているか

3 7
不要

8

・保護者の交流があるとうれし
いです。

・保護者会はされていないかと
思うし、必要ないと思う。

ご要望の数に応じて、保護者様
同士で交流できるイベント等の
実施を検討します。

⑪

子どもや保護者からの苦情について、
対応の体制を整備するとともに、子ども
や保護者に周知・説明し、苦情があっ
た場合に迅速かつ適切に対応してい
るか

15 3 0
・苦情をする事がなかったから
わからない。

苦情や要望をいただいた際に
は、迅速に対応します。

⑫
子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮がなされている
か

16 2 0

お子さまの様子を保護者様に
正確に伝え、事業所との意思疎
通に齟齬が生まれないよう注意
します。また、お子さまの意思決
定を支援していきます。

⑬

定期的に会報やホームページ等で、活
動概要や行事予定、連絡体制等の情
報や業務に関する自己評価の結果を
子どもや保護者に対して発信している
か

13 4 1
教室ホームページにて公表しま
す。

⑭ 個人情報に十分注意しているか 18 0 0
引き続き個人情報の取り扱いに
注意します。

⑮
緊急時対応マニュアル、防犯マニュア
ル、感染症対応マニュアルを策定し、保
護者に周知・説明されているか

11 4 3 ・マニュアルを⾒た事がない。

定期的な保護者面談の際に、
教室内に掲載している各種マ
ニュアルのご案内を心掛けま
す。

⑯
非常災害の発生に備え、定期的に避
難、救出、その他必要な訓練が行われ
ているか

3 12 3

年に2回避難訓練を実施してお
り、お子さまだけでなく、保護者
様へも避難訓練の内容および
設備等について案内を行ってい
きます。

⑰ 子どもは通所を楽しみにしているか 16 2 0

・中学や⾼校に進学すると
18:30までに行けない時があ
り、利⽤したいときに使えないの
が残念です。利⽤時間の延⻑
があればとてもありがたいの
ですが。

保護者様の要望を整理し、職員
体制との兼ね合いを考えなら検
討します。
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⑱ 事業所の支援に満足しているか 15 3 0

・こどもがわがままな状況で、私
もどう⽀援するのが正解なのか
わからない中、⼀緒に考えてい
ただきありがとうございました。

・支援に関する相談に迅速に対
応していただきありがたいです。

引き続き、保護者様とお子さま
の考えを尊重し、支援を行って
いきます。

満

足

度

〇上記「保護者等向け放課後等デイサービス評価表　集計（公表）」は、保護者の皆様に「保護者等向け放課後等デイサービス評価表」によ
り事業者の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。



★Wordファイルで1ページずつ全選択＞コピー＞Excelファイルのセル選択＞右クリック＞形式を選択して貼り付け＞Microsoft Word文書オブジェクト

★エクスポートをクリック、下記ポップアップで「オプションをクリック」

★ブック全体を選択
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Ａ環境面 

・遊びの活動スペースをもう少し広げて利⽤者同⼠

がぶつからない様に余裕を作って欲しい。 

・暑いか・寒いかなどの声かけをして欲しい。 

・全ての先⽣が専⾨的な⽅なのかどうかわかって

いない。 

・事業所が２階にあり、階段が怖い。 

・事業所のドアを開けてすぐ階段の段差があり、ドア

を避けると階段を踏み外すことが⼤変危険。スライ

ドドアへの変更を希望。 

・設備としては不足しているかもしれないが、先⽣

⽅がそれを補ってくれているので安⼼して預けられ

る。 

 

Ｂお子さまへの支援内容 

・モニタリング・ヒアリング内容が、個別⽀援計画に

⼗分反映されていないことが残念。 

・子供のやりたいことを優先していただいているの

で、療育活動は固定になっているかもしれない。 

・子どもから他の施設等との交流の話は聞いてい

ない。 

・他の施設等との交流は、目的外のため、なくても

特に困らない。 

 

Ｃ保護者様への説明等 

・保護者の交流があるとうれしい。 

・保護者会はされていないかと思うし、必要ないと

思う。 

 

Ｄ非常対応 

・マニュアルを⾒たことがない。 

 

Ｅ満足度 

・中学や⾼校に進学すると 18:30 までに行けない

時があり、利⽤したいときに使えないのが残念。利

⽤時間の延⻑があればとてもありがたい。 

・こどもがわがままな状況で、私もどう⽀援するのが

正解なのかわからない中、⼀緒に考えていただいて

ありがたかった。 

・支援に関する相談に迅速に対応していただけるの

でありがたい。 

 

Ａ環境面 

・職員配置の基準を満たしている。 

・事業所が階段のみの 2 階にある為、バリアフリー

設備が完全ではない。 

 

Ｂ業務改善 

・第三者による外部評価や保護者アンケートを有

効活用し、支援の質の向上を図っている。 

 

Ｃお子さまへの支援内容 

・将来の自立した生活に向け、特性を踏まえた学

習支援を行っている。 

・創作活動により豊かな発想力を育み、他者との

関わりの中では、自己表現とコミュニケーション能

力の向上を図っている。 

・個別療育を中心とした活動を行っているため、お

子さまが好む活動で固定化される傾向がある。 

 

Ｄ関係機関や保護者様との連携 

・公式 LINE 等の機能を用いて、保護者様との連

携を密に取っている。 

・相談支援事業所以外の関係機関と連携する機

会が少ない。 

 

Ｅ保護者様への説明責任・信頼関係 

・専用システムを用いて活動記録を報告している。 

・公式 LINE を用いて、保護者様からの相談に応

じている。 

・GRIT 便りを毎月発行し、教室内の様子や職員

の紹介等を行っている。 

 

Ｆ非常対応 

・年間計画に沿って、避難訓練等を実施し、非常時

の対応について研修を行っている。 

・非常時のマニュアルは策定されているが、保護

者様への共有が十分ではない。 

職員による自己評価 保護者様による評価 

事業所自己評価シート（令和５年度）         



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 

 

 

★職員による自己評価と保護者様による評価 

 

【共通点】 

・建物にバリアフリー設備が十分に備わっていない。 

・療育活動が固定化される傾向にある。 

・避難時対応マニュアルの共有が十分になされていない。 

 

【相違点】 

・個別支援計画を作成する際に、保護者様の要望を反映し切れていない。 

事業所内での分析 

 

分析・検討してみて… 

 

・公式 LINE のアプリを活用することで、教室と保

護者様との連絡がしやすい環境を整えている。 

 

・お子さまが持参した宿題のサポートに加え、特性

に合わせた専用教材で分析を行っている。 

 

・それぞれの保護者様からのニーズに、個別具体

的に応じながら支援を行っている。 

 

・バリアフリー設備が不十分。 

 

・療育活動が固定化される傾向にある。 

 

・保護者様に対して、避難時対応マニュアルの共

有が十分になされていない。 

 

・個別支援計画作成の際に、保護者様の要望が

十分に反映されていない場合がある。 

事業所の強み 事業所の改善点 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・バリアフリー設備の不足分を補完できるよう、職員がきめ細かな補助を行う。 

 

・全体活動の時間を増やし、利用者に様々な活動の機会を提供していく。 

 

・GRIT 便りや公式 LINE 等を用いて、非常時の対応訓練の様子などを発信していく。また、定期的な保

護者面談の際に、教室内に掲載している各種マニュアルのご案内を心掛ける。 

 

・保護者様のご要望等、モニタリング内容を、個別支援計画に十分反映させる。 

事業所の改善への取り組み 

 

～自己評価を行って、事業所としての感想など～ 

 

保護者の皆様、アンケートにご協力いただきありがとうございました。GRIT 越谷教室が開所し丸 3

年が経過しました。皆様のお力添えのおかげで、毎日無事に支援を行うことができています。 

新年度（R６.4）からは、学校休業日の療育活動に全体活動が加わります。これまで個別活動を中心

に過ごしていたお子さまも、簡単な運動や工作、カードゲームなどの様々な活動を通して、他のお子さ

まとの交流をより一層深められるように支援してまいります。また、保護者様と密に連携を取りながら、

一人ひとりのニーズに応じた支援を心掛けてまいります。今後とも引き続きよろしくお願いいたします。 


